
1．避難時に有用となる情報提供施設の整備
～住民等の自主的避難の促進、危険箇所等の周知～

2．安全・安心な避難に資する環境整備
～避難場所、避難経路の確保、地域の孤立防止対策～

3．災害に備えた施設整備
～公共土木施設等の機能強化・代替性の確保、構造の抜本的対策～

4．発生対応型の施設整備
～防災拠点等となる公共施設の耐震化～

5．地域住民が安心して暮らせる環境整備
～市町村主体事業に対する助言・技術的指導・許認可～

6．防災・減災に資する計画・検討
～道の方向性を示すガイドラインや計画など～

7．災害に対する関係機関との連携
～連携体制の強化、有事に備えた体制づくり～

道では、住民等の避難を軸とし防災・減災の視点を取り入れた、
ハード・ソフトの組み合わせによる取組みを実施しています。

主な取組み内容

「災害に強いまちづくり」の取組み




